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【九州計測器株式会社】QKGものづくりヒストリーをwebで公開中です→ www.qk-net.co.jp

本装置は絶縁体(109Ω以上)の体積抵抗を測定するもので､絶縁体に高電圧(30kV)を

印加し､極めて少ない洩れ電流をピコアンメータで測定することで絶縁体の抵抗値

を求めています。

このシステムでは1014～1015Ω(1TΩ)程度の抵抗測定が可能です。

また温度特性試験のためのサーキュレータにより-30℃～85℃が設定できます。

1. 絶縁体（109Ω以上）の体積抵抗を測定

2. 体積抵抗の温度特性

3. 温度サイクル試験（自動測定）
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 測定物と冶具

＜ 試験片の治具 ＞ ＜ 治具接続と分圧器内部 ＞

試験片（30×1.2×0.1mm）

治具、分圧器はテフロン製で槽内の循環液体（絶縁）はガルデン液を使用しています。


